
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回は、「ペットと共に暮らす家」についてのお話です。 

住民基本台帳とペットフード工業会の「犬猫飼育調査」のデータを見比べると、14 歳以下の年少人口が約

1,700 万人なのに対し、飼い犬と飼い猫の合計数は約 2,200 万頭。現在ではペットの数が子どもの数を大きく

上回っています。かつて番犬やネズミ捕りの役割を持って飼われてきたペットも今では「癒し」や「やすらぎ」

の存在となり、家族の一員と考え室内で飼っている人が増えています。そこで今回は「ペットと共に暮らす

家」について考えてみたいと思います。 

【施工例】  

ペットと共に暮らすリ・ホーム 

キズ・汚れ・臭い対策 

ペット共生住宅の基本は「キズ」

「汚れ」「臭い」対策。その上でペッ

トにとっても快適な住まいづくりを

して行く必要があります。 

 
↑室内に出入りできるサンルームの回

りにペット用フェンスを設置しました。 

 

股関節を痛めな

いよう滑りにくい

床材がおすすめ 

 

床材 

・消臭クッションフロアにする 

・無垢フロアに防傷・防汚効果のある

滑り止めワックスを塗る 

・汚れた部分だけはがして丸洗いでき

るタイルマットにする 

壁材 

・キズや汚れに強いビニールクロスや

無垢板、タイルにする 

・壁に爪キズ保護シートを張る 

・腰上を消臭効果のある漆喰や珪藻土

を塗るのもひとつ 

 

危ないところに行

かないようにゲー

トを設置した例→ 

ド ア に 取

付 け で き

るペット専

用ドア→ 

 

 
滑 り に く

い 階 段

マット→ 

 

  
25cm 角のタ

イルマット→ 

 

↑玄関を南側に

増築。以前の玄

関はワンちゃん

専用ルーム。↓ 
施工前 

施工後 

← 

キズがつきにくい

腰壁にしました。 

 

↑和室だった所を洋間にしてキ

ッチンとワンフロアーにしまし

た。キッチンと廊下とのドアにペ

ット専用ドアをつけました。 → 

お気軽にお問い合わせ下さい！ 
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